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第 134号 (2)らんこし社協だより

新

年

度

に

あ

た

り
社
会
福
祉
法
人

蘭
越
町
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

難

波

修

二

春
陽
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
で
は
、
昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
と
り
、

一
部
は

縮
小
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
社
会
全
体

の
厳
し
い
経
済
情
勢

や
家
庭
生
活
が
圧
迫
す
る
中
で
、
社
協
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染

の
影
響

に
よ
る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
貸
付
事
業

の
窓

口
業
務
を
続
け
て
、
３
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
今
年
度
も
、
国
の
制
度

の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
当
協
議
会
は
、
今
年
で
創
立

７０
周
年

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
ふ

く
し
祭
り
に
あ
わ
せ
た
記
念
講
演
、
福
祉
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
、
創
立

７０
周
年
記

念
社
協
だ
よ
り
の
発
行
等

の
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

近
年

の
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
進
み
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

の
増
加
、
複
合
的
な
要
因
か
ら
陥
る
生
活

困
窮
や
社
会
的
孤
立
な
ど
、
様

々
な
福
祉

。
生
活
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な

っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
外
出
自
粛
や
人
と
の

接
触
制
限
が
求
め
ら
れ
、
地
域
で
の
身
近
な
交
流
や
見
守
り

ｏ
支
え
合

い

。
生

き
が
い
づ
く
り
活
動
に
大
き
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
の
変
化
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
福
祉

の
充
実
に
向
け
、

地
域
住
民
や
関
係
団
体

の
方

々
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
創
立

７０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

昨
年
度
は
計
画
し
た
事
業
を
十
分
に
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度

も
理
事
会
等
や
町
民
皆
様

の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
町
を
は
じ
め
関
係
機
関
、

福
祉
団
体
と
連
携
し
、
役
職
員
が

一
丸
と
な

っ
て
誠
心
誠
意
福
祉

の
増
進
に
努

め
て
参
る
所
存
で
す
。

終
わ
り
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
を
願
い
、
町
民
皆
様
方

の
引
き
続

き
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
中
し
上
げ
、
新
年
度
に
あ
た

っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新

年

度

に

む

け

て

蘭
越
町
長
　
金

　

秀
行

月
日
の
経

つ
の
は
、
本
当
に
早
い
も
の
で
、
令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
学

校

の
新
学
期
や
多
く
の
会
社

で
は
入
社
式
を
迎
え
、
入
学
、
進
学
、
就
職
等
、

新
た
な
門
出
を
祝
う
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

本
町

で
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
３
回
目
が
始
ま
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
、
町
民
の
皆
様

の

安
全
を
第

一
に
考
え
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
今
後
も
続
け
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年

の
急
激
な
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
行
政
需
要

が
増
大
す
る
中
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、

高
齢
に
な

っ
て
も
、
障
が
い
が
あ

っ
て
も
、
尊
厳
を
も

っ
て
そ
の
人
ら
し
く
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
す
る
た
め
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を

超
え

て

つ
な
が
る

「共
生
社
会
」
を
目
指
し
、
個

人

の

「自
立
」
を
支

え
る

「共
助
と
公
助
」
の
充
実
に
努
め
、
互
助
や
共
助

の
推
進
主
体
で
あ
る
社
会
福

祉
協
議
会
と

一
層

の
連
携
を
図
り
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
４
月
に
第
１
次
医
療

の
拠
点
と
な
る

「蘭
越
診
療
所
」
が
オ
ー
プ

ン
し

ま
し
た
が
、
高
齢
者

の
皆
様
が
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
予
防

。
介
護

。
医
療
を
組
み
合
わ
せ
た
体
制

の
確
立
、
充
実
を
図

っ
て

ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
地
域
福
祉
活
動

の
中
核
と
な

っ
て
、
社
会
福
祉

の
向
上
に
献
身
的

な
ご
努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
社
会
福
祉
協
議
会

の
役
員

・
職
員
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
会
員

の
皆
さ
ん
、
各
関
係
団
体

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
蘭
越
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
ま
す
ま
す
充
実
、
発
展
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
度
に
当
た

っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

、ヽ

_ヽ
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今

和

４
年

度

事

業

実

施

に
む

け

て

本
格
的
な
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
地
域
社
会
に
お

い
て
は
、
増
え
続
け
る
介
護
ニ
ー
ズ

ヘ
の
対
応
と
介
護
予
防
、
障
が
い
者

の
自
立
し
た
地
域
生
活

へ
の
支
援
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
生
活
不
安
の
問
題
な
ど
、
こ
れ
ま
で

培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
つ
な
が
り
や
地
域
福
祉
活
動
が
難
し
い
側
面
も
あ

り
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
地
域
福
祉
活
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
福
祉
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今
日
の
福
祉
施
策
は
、

「地
域

共
生
社
会
」
の
実
現
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域
に
重
点
を
置
い
た
内
容
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。

当
協
議
会
は
、
今
年
度
創
立
７０
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
福
祉
活

動
の
実
績
を
踏
ま
え
た

一
層
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し
、
誰
も
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
地
域
の

一
員
と
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
蘭
越
町
及
び
関
係
す
る
団
体
と

一
丸
と
な

っ
て

公
益
的
な
福
祉
活
動
の
更
な
る
普
及
と
充
実
を
目
標
に
共
同
の
推
進
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た

「救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
作
成
支
援
」
。

「夕
食
弁
当
支
援
」
更
に
は
３
年
目
と
な
り
ま
す

「高
齢
者
優
待
制
度
事

業
」
と

「福
祉
有
償
運
送
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
定
的
な
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
及
び
法
人
後
見
受
任
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
併
せ
て
、
更
な
る
体
制
強
化
を
積
極
的
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

蘭
越
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
で
活
動
す
る
人
材
の
発
掘

・
養
成
に
努
め
、
多
様

な
研
修
や
講
座
の
企
画
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
及
び
活
動
者
が

地
域
で
実
践
で
き
る
場
を
開
拓

・
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
病
院
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
及

び
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
も
次
の
５
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

自
分
自
身
が
生
き
が
い
や
存
在
感
が
も
て
る
社
会
づ
く
り
、
地
域
貢
献
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
の

形
勢
を
目
指
し
て
、
蘭
越
町
と
当
協
議
会
が

一
体
と
な

っ
て
、
地
域
福
祉

事
業
に
取
り
組
み
、

「豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、
豊
か
な
福
祉
の
構
築
」
を

念
頭
に
お
き
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
社
会

実
現
の
た
め
に
、
役
職
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
点
目
標

１
．
当
協
議
会
は
、
町
民

・
地
域
団
体
や
組
織
等
と
の
参
画
と
協
働
を
基

本
と
し
て
、
地
域
ニ
ー
ズ

（生
活
課
題
）

へ
の
支
援
の
取
組
や
、
在
宅

福
祉
事
業
等
の
生
活
を
支
援
す
る
取
組
を
展
開
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て

誰
も
が
安
全

・
安
心
な
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福

祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
町
民
の
地
域
福
祉
活
動

へ
の
支
援
を
進
め

ま
す
。

２
。
当
協
議
会
は
、
非
営
利
性
の
地
域
活
動
の
中
核
的
民
間
団
体
と
し
て
、

低
所
得
者
や
制
度
の
谷
間
に
あ
る
町
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ

ヘ
の
対
応

・
支

援
に
重
点
を
置
き
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

３
．
当
協
議
会
は
、
活
動
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
組
織
の
活

性
化
を
図
り
、
情
報
の
共
有
の
も
と
に
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
福
祉
活

動
の
充
実
に
努
め
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

４
．
当
協
議
会
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
地
域
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
と
な
る
事
業
を
行
い
、
住
民
同
士
が
結
び

つ
い
た

地
域
社
会
を
作
り
上
げ
る
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

５
。
当
協
議
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
外
出
自
粛
が
長
期
化
す
る

な
か
で
、
生
活
が
困
窮
し
た
り
孤
立
し
た
り
し
て
い
る
人
た
ち
と
の
新

た
な
つ
な
が
り
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

今
後
、
新
型
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
支
援
に
協
力
し
て
感
染
防
止
策
を
講

じ
な
が
ら
活
動
し
、
感
染
症
収
束
後
に
は
よ
り
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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今

わ

年

度

　

蘭

越

町
社

会

福

社
協

議

会

事

業

計

画

4

・
定
時
理
事
会

・
臨
時
理
事
会

・
監
事
会
の
開
催

（年
４
回
）

・
定
時
評
議
員
会

・
臨
時
評
議
員
会
の
開
催

（年
３
回
）

・
社
協
財
政
及
び
組
織
運
営
の
充
実
強
化
、
財
政
基
盤
の
充
実
確
保

。
社
協
だ
よ
り
の
発
行

（年
４
回
）

。
各
種
研
修
会
及
び
会
議
等

へ
の
参
加

・
小
樽

・
後
志
地
区
社
会
福
祉
大
会
の
参
加

（島
牧
村
）

。
第
１７
回
ら
ん
こ
し
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

。
個
人
情
報
保
護
体
制
の
充
実

。
小
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
推
進

・
各
種
部
会

・
委
員
会
の
積
極
的
な
運
営

・
地
域
住
民

へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開

。
住
民
会
員
及
び
特
別
会
員
の
充
実

（賛
助
会
員
の
加
入
促
進
）

。
町
内
会
葬
祭
事
業

へ
支
援

・
北
海
道
社
会
福
祉
大
会

へ
の
参
加

（札
幌
市
）

・
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
活
動

・
蘭
越
町
地
域
福
祉
計
画
並
び
に
第
５
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
後
期
版
の
実
践

・
社
協
創
立
７０
周
年
記
念
事
業
の
実
施
（第
１７
回
ら
ん
こ
し
福
祉
ま
つ
り
）

。

「ふ
れ
あ
い
出
前
講
座
」
の
実
施

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
力

・
地
域
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

・
地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

。
第
４６
回
蘭
越
町
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

（総
合
体
育
館
）

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
声
か
け
安
否
見
守
り
体
制
の
支
援

・
町
ふ
れ
あ
い
給
食
及
び
会
食
懇
談
会

へ
の
協
力
及
び
支
援

。
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
社
協
買
物
支
援
事
業
の
展
開

・
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
社
協
夕
食
配
食
事
業
の
充
実

。
生
活
福
祉
資
金
、
特
別
生
活
資
金
、
離
職
者
支
援
資
金
ゴ
変
情
銀
行
の
貸
付

・
地
域
福
祉
懇
談
会
の
開
催

（９
地
区
）

。
日
常
生
活
用
具

（福
祉
機
器
）
貸
与
事
業
及
び
付
属
品
の
委
託
販
売

・
介
護
教
室
の
開
催

（
一
灯
園
と
の
共
催
）

・
受
託
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

（蘭
越
町
か
ら
の
受
託
）

・
受
託
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

（蘭
越
町
か
ら
の
受
託
）

・
受
託
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

（蘭
越
町
か
ら
の
受
託
）

。
受
託
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
運
営

（道
社
協
か
ら
の
受
託
）

・
総
合
事
業
の
推
進

（蘭
越
町
か
ら
生
活
支
援

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー

ー
名
の
委
嘱
）

・
蘭
越
町
い
き
い
き
生
活
支
援
事
業
の
利
用
促
進

。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
者
と
の
連
絡
調
整
及
び
利
用
者
支
援

・
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
の
作
成
支
援

・
終
活

（
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
）
ノ
ー
ト
作
成
支
援
及
び
配
布

。
高
齢
者
世
帯
雪
下
ろ
し
業
者
の

一
覧
表
作
成

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
活
動
強
化
及
び
事
業
援
助
と
助
成

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
協
議
会
の
運
営

。
関
係
機
関
、
団
体
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
参
加

・
福
祉
教
育
懇
談
会

へ
の
出
席
及
び
福
祉
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
の
開
催

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

「ほ
ほ
え
み
」
の
発
行

（年
２
回
）

・
住
民
各
層

・
個
人

・
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活
動
支
援

。
学
童

。
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成

。
総
合
的
学
習

（中
学
生
福
祉
関
連
学
習
）

へ
の
支
援

。
中

。
高
校
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
開
催

（
一
灯
園
共
催
）

・
高
校
生
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
支
援

。
高
校
生
に
よ
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
年
賀
状
送
付
の
支
援

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

。
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
の
取
組

・
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
推
進

・
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
に
よ
る
総
合
事
業
定
期
サ
ロ
ン
の
開
催
支
援

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
推
進

・
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
病
院
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
検
討

・
介
護
予
防
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
及
び
地
域
活
動
支
援

。
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
実
践
活
動
の
実
施

・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
推
進

ヽ

_ヽ

四
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。
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
業
の
協
力

・
町
内

・
町
外
福
祉
施
設
入
居
者
に
対
す
る
激
励
訪
間

・
独
居
高
齢
者
住
宅
の
除
雪

（除
雪

ヘ
ル
パ
ー
の
配
置
）
と
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施

家
美
子就
労
対
策
除
雪
事
業
・高
齢
者
事
業
団
除
雪
事
業
と
の
連
携
）

。
高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
の
推
進

・
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
の
開
催

（総
合
体
育
館
）

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
貸
出
事
業

。
南
後
志
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
参
加
支
援

（蘭
越
町
）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
支
援

。
地
区
敬
老
会

へ
敬
老
旗
の
貸
出

・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
総
合
事
業
定
期
サ
ロ
ン
の
開
催
支
援

・
北
海
道
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
秋
季
大
会
の
開
催
支
援

（蘭
越
町
）

。
全
道
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
参
加
支
援

（千
歳
市
）

・
高
齢
者
優
待
制
度
に
よ
る

「ら
ん
こ
し
シ
ル
バ
カ
ー
ド
」
の
発
行

。
青
少
年
、
児
童
の
地
域
活
動
の
振
興
に
協
力

・
青
少
年
健
全
育
成
事
業

・
研
究
会
等
に
参
加

・
幼
稚
園
児
の
激
励
及
び
養
護
施
設
の
訪
問

・
感
心
な
子
供

（ス
ポ
ー
ツ

。
文
化
）
の
表
彰

・
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
会
の
実
施

（ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２１
駐
車
場
）

。
高
齢
者
と
子
供
の
交
流
助
成
事
業
に
対
す
る
支
援

・
総
合
的
学
習
事
業

（小
中
学
生

へ
高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
の
実
施
）

・
児
童
福
祉
、
母
子
寡
婦
福
祉
事
業
の
助
言
と
自
主
活
動

へ
の
協
力

・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
推
進

・
母
子
家
庭
の
自
立
安
定
の
た
め
、
各
種
制
度
の
周
知

・
母
子

（父
子
）
家
庭
の
優
良
児
童
の
表
彰

・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

（後
志
総
合
振
興
局
及
び
北
海
道
母
連
）

・
母
子
寡
婦
事
業

へ
の
協
力

・
後
志
母
子
寡
婦
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
参
加
支
援

。
身
体
障
害
者
家
庭
の
援
護
と
社
会
復
帰
の
助
言
と
協
力

・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
推
進

・
蘭
越
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
活
動
の
支
援
及
び
協
力

・
蘭
越
町
障
害
者
自
立
支
援
福
祉
の
会

へ
の
活
動
協
力

。
重
度
身
体
障
害
者
家
庭
に
対
す
る
除
雪
協
力

（除
雪
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
）

。
第
５７
回
後
志
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
兼
ス
ボ
ー
ツ
大
会
の
参
加
支
援

宣
待
村
）

。
南
後
志
ブ

ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
交
流
会
の
開
催
支
援

（黒
松
内
町
）

。
障
害
者
週
間

（１２
月
３
日
～
９
日
）
に
お
け
る
障
害
者
相
談
員
の
周
知

・
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
の
参
加
支
援

（深
川
市
）

。
人
工
透
析
患
者
に
対
す
る
福
祉
有
償
運
送
事
業
の
実
施

・
民
生
委
員
児
童
季
６目
翁
埋
史
ム
と
連
絡
調
整
し
、
福
祉
活
動
の
充
実
に
努
め
る

。
福
祉
委
員
及
び
福
祉
推
進
員
と
連
携
し
、
福
祉
活
動
の
充
実
に
努
め
る

。
人
権
擁
護
委
員
及
び
保
護
司
会
と
の
連
携
及
び
支
援

。

（身
体

・
知
的
）
障
が
い
者

・
戦
没
者
遺
族
相
談
員
と
の
連
携

。
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営
及
び
相
談
員
の
配
置

。
苦
情
申
出
窓
日
の
開
設
と
運
営

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
実
施
・周
知
（日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）

。
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
法
人
後
見
受
任
事
業
の
展
開

・
蘭
越
町
戦
没
者
追
悼
式
の
協
力

・
参
加
支
援

。
遺
族
会
活
動
の
助
言
と
協
力

・
北
海
道
戦
没
者
追
悼
式
の
参
加
支
援

（札
幌
市
）

・
北
海
道
護
国
神
社

・
札
幌
護
国
神
社
例
大
祭
の
参
加
支
援

・
全
道

。
後
志
地
区
戦
没
者
遺
族
大
会

（研
修
会
）
の
参
加
支
援

・
蘭
越
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

。
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ぶ
と
の
連
携

・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
及
び
訪
間
介
護
事
業
所
と
の
連
携

上
聞
越
町
役
場
各
出
張
所

（目
名
、
名
駒
、
昆
布
）
と
の
連
携

・
介
護
予
防
拠
点
セ
ン
タ
ー
み
な
と
と
の
連
携

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
灯
園
及
び
北
海
愛
星
学
園
と
の
連
携

・
高
齢
者
事
業
団
活
動
の
育
成
助
言
と
協
力

・
蘭
越
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
２１
施
設
の
管
理

・
共
同
募
金
運
動

。
歳
末
た
す
け
あ
い
の
運
動
の
展
開

・
災
害
地
域
に
対
す
る
救
援
活
動

・
資
材
の
支
援

（道
社
協
と
の
協
定
）

ｏ
し
り
べ
し
圏
域
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

（く
ら
し

。
し
ご
と
相
談
ｍＣ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
伴
う
顔
写
真
撮
影
支
援

。
そ
の
他
必
要
と
す
る
事
業
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法人 :社会福祉法人蘭越町社会福祉協議会

収入合計

支出合計

令和4年度
法人全体 資金収支当初予算書

(自 )令不日4`年4月 1日  (至)令不日5年 3月 31日

(単位 :円 )

①O
②●●⑩

比較増減 備 考

事
業

活
動

に

よ

る
収
支

収

　

入

会費収入 1,905,000 1,905,000

寄附金収入 1,400,000 400 000

経常経費補助金収入 33,125,000 33,060,000 65,000

受託金収入 536,000 554,000 △ 18,000

貸付事業収入 200,000 200,000

事業収入 566,000 372,000 194,000

受取利息配当金収入 2,000 2,000

その他の収入 18,000 30,000 ∠ヽ 12,000

事業活動収入計 (1) 37,752,000 37,523,0()0 229,000 ①収入計

支

　

出

人件費支出 24,171,000 24,244,000 ∠:ゝ 73,000

事業費支出 3,096,000 3,098,000 ∠|ヽ 2,000

事務費支出 5,520,000 6,152,000 ∠:ゝ 632,000

貸付事業支出 300,000 300,000

共同募金配分金事業費支出 3,409,000 2,737,000 672,000

助成金支出 582,000 582,000

事業活動支出計 (2) 37,078,000 37,113,000 ∠:ゝ 35,000 ②支出計

事業活動資金収支差額(1)一 (2)=(3) 674,000 410,000 264,000

そ

の
他

活
動

に

よ

る
収
支

収

入

基金積立資産取崩収入 1,353,000 1,642,000 ∠:ヽ 289,000 ○収入計

サービス区分間繰入金収入 4,171,000 4,248,000 ∠:ゝ 77,000

その による 入 (4) 5,524,000 5,890,000 ∠|ヽ 366,000

支

出

基金積立資産支出 150,000 150,000 ●支出計

積立資産支出 1,817,000 1,802,000 ∩
ｖ

ｎ
ｖ ●支出計

サービス区分間繰入金支出 4,171,000 4,248,000 △ 77,000

その他活動による支出計 (5) 6,138,000 6,200,000 △ 62,000

その他活動資金収支差額 (4)― (5)=(6) △ 614,000 ∠:ゝ 310,000 ∠ゝ 304,000

施

設

整

備

等

恒設整 `

| にィ 7

等 に

`

8

芝]堅 ` 等 資
`

ご‖又5に 7 8 9

予備費支出計 (10) 60,000 100,000 ∠:ゝ 40,000 ⑩支出計
当ヂ 十(3)十 ( 十6 9 10 11

12

1 13 0 0 011 +

39,105,000 39,165,000 ∠:ゝ 60,000

39,105,000 39,165,000 ∠:ゝ 60,000

※サービス区分間繰入金(4,17t000円 )は相殺

牟[     目 本年度
予算額

前年度
予算額

月ヽ



(7)第 134号 らんこし社協だより

～ ～

蘭越町に在住する 65歳以上の高齢者が自立 した日常生活が送れるよう支援することを目的と

してお り、内容は次の 2事業を行っています。

この事業は蘭越町からの補助金により、高齢者が安心 して暮 らすことが出来るまちづくり、自

立 した日常生活を送ることが出来るよう、平成 21年 11月 から生活支援員を社会福祉協議会に設

置 し、蘭越町及び蘭越町社会福祉協議会が共同で取 り組んでいる事業です。

(1)買物支援事業 (無料 )

○事業内容 日常生活に必要な買物への送迎

○事業の対象者
。単身世帯の高齢者、高齢者のみの世帯であって、自宅から商店までの距離が遠 く車を

運転できない者、又は距離が近くても電動カー ト、シルバーカー、杖等の利用者とする
・障害支援区分 1か ら 6までの判定を受け

障害者サービス計画書を作成した者

(2)夕食弁 当支援事業

○事業内容

月 2～ 3回、居宅へ訪問し栄養のバラ

ンスのとれた食事の提供を行うと共に

安否確認を行う事業

○事業の対象者

・単身世帯の高齢者等
。障害支援区分 1か ら6までの判定を受け

障害者サービス計画書を作成した者

○お弁当代 1食 250円 (Aマ ー ト蘭越店及び

街の茶屋の幕の内弁当)

※お弁当代は、希望に応 じて l～ 6ヶ 月

ごとに請求させていただきます

○配食時間 14時～

※詳しくは、蘭越虹社会昼祉協議会 57-5203
高齢者 生活支援 目 下、福祉係 佐々木 までご連絡ください。

令 和 4年 度 一 般 賛 助 金 納 入 の お願 い
令和 4年度の社協―般賛助金の納入依頼を、4月 15日 付けで行政協力員さん宛にお願いして

おります。(1世帯 700円 以上)今年度も福祉事業の一層の推進をはかるため、町民皆様方の御

協力を賜 りますようお願い申し上げます。

特 別 賛 助 会 員 を 募 集 して い ま す
社会福祉協議会は、私たちが住む地域社会の中で抱えている様々な福祉問題を明らかにして、

地域のみんなで考え、話し合い、協力して解決することを目的としています。

令和4年度の事業の充実を図るため、特別賛助会員を募集しておりますので、御協力をお願いい

たします。〔特別賛助会員〕団体・個人 1回  3千円。5千 円・1万円以上 (令和3年度は156会員)

高 齢 者 等 生 )=支 援 事 業

扶訪色月 社協夕食弁当配食予定日

令和 4年 4月 12日 (火 )・ 26日 (火 )

5月 2日 (月 )。 17日 (火 )・ 31日 (火 )

6月 14日 (火 )。 28日 (火 )

7月 5日 (火 )。 19日 (火 )

8月 2日 (火 )。 16日 (火 )・ 30日 (火 )

9月 (j日 (火 )・ 20日 (火 )

10月 4日 (火 )・ 18日 (火 )

月 1日 (火 )。 15日 (火 )。 22日 (火 )

12月 13日 (火 )・ 27日 (火 )

令和 5年 1月 6日 (金 )・ 17日 (火 )。 31日 (火 )

2月 14日 (火 )。 28日 (火 )

3月 14日 (火 )。 28日 (火 )

蘭越町社会福祉協議会福祉推進員の変更・追加随時受付
平成19年4月 1日 から各町内会に福祉推進員1名 の設置をお願いしてお りますが新年度を迎え、

福祉推進員の交代がありましたら、蘭越町社会福祉協議会事務局 (57-5203)ま で連絡願います。
この事業は、最も身近な町内会に福祉推進員をおくことで、民生委員と連携強化をはか り、福

祉情報がいち早く社協や行政に届 くと共に、福祉情報を発信できる体制の確保をはかるために、

町内会1名 の設置をお願いしてお ります。
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第 30回冬季ゲー トボール大会 (1月 20日 ・総合体育館 )

優勝 松田主将チーム 準優勝 北口主将チーム

第 22回町民スポーツゲー トボール大会 (1月 20日 ・総合体育館 )

優勝 こぶし会 準優勝 大谷すみれ会

第16回町民グラウン ド・ゴルフ冬季交歓大会 (1月 26日・総合体育館 )

優勝 西岡孝一  準優勝 笠井静江  3位 古舘久美子

4位 板谷 登美男  5位 北山和子  6位 土井信夫  7位 山岡信夫

マイナンバー(個人番号)カ ードの普及 |こ伴う顔写真撮影支援事業
マイナンバー(個人番詈)カ ードの申請をする65歳以上の方を対象 |こ顔写真を無料で撮影いた

します。

撮影を希望される方は社協 (電話または行政通信システム57-5203)へお申し込み<ださい。

町内会が主体で行う葬祭の事業 |こ協力いた します

日頃から社会福祉協議会|こ深いご理解を賜り厚<お礼申し上|ずます。蘭越町社会福祉協議会で

は、町内会が行つております葬儀をお手伝い致 します。

限られた職員での対応、また限られた時間での対応となりますが、社協賛助会員加入町内会 |こ

少しでも協力して参りたいと思いますので、希望の町内会は社協 (電話または行政通信システム

57-5203)ま でご連絡願います。

紙 製 募 金 箱 の

ご協 力 お 願 い しま す
組立式紙製募金箱が4月 15日以降、行政協力員

様から各ご家庭 |こ届<予定となっています。

回収 |こつきましては11月 1日 を予定しており

ますのでご支援ご協力をお願いいたします。

福祉ボランテイアポイントの

変更|こついて
福祉ボランテイアポイン トは現在 50ポイン

ト到達点を満点としてお りましたが 30ポ イン

トを満点とします。

(令和 4年 4月 1日 以降交換できます。)
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北海道地域福祉生活支援センターの実施する「日常生活自立支援事業」(福祉サービス利用援

助事業)では、福祉サービスの利用の手続きや、生活費の管理、年金証書などの大切な書類の預か

りをお手伝いしています。

○ご利用いただけるのは、高齢や障がいにより日常生活の判断 |こ 不安のある在宅で生活 して

いる方、在宅で生活する予定の方です。(例えば、福祉サービスの利用手続きや生活費の管理

が一人では難しいと思う万など)

○サービスを直接提供するのは、各市町村ごと|こ 登録されている「生活支援員」です。

○―回 (一時間程度)の利用で、利用料金千三百円と生活支援員の交通費実費をいただきます。

〔生活保護を受けている方は、公費で補助されるので無料です。〕書類等の預かりで金融機関

の貸金庫などを利用する場合は、費用の実費をいただきます。

「青い鳥郵便葉書」を無料配付しています

蘭越町内各郵便局窓□|こ てお申し込み<ださい。

〔期 間〕 4月 1日 から 5月 31日 まで

〔対象者〕 重度 (1級・ 2級)の身体障害者

重度 (A又は 1度 02度)の知的障害者身体障害者手帳又は療育手帳をお持ちの方

職
ズ′
イコ 氏

ンC′
イコ

事務局長 中 田  潤 一

総務係長兼福祉係長 日 野  一 也

総務係兼福祉係主事 佐 々 木 脩 太

臨時職員 向 山  美 穂

高齢者生活支援員 畑 下  力

高齢者生活支援員
兼福祉有償運送運転手

田 端  雅 彦

高齢者生活支援員
兼福祉有償運送運転手

淀 谷  融

蘭越町社会福祉協議会職員の紹介

高齢者の状況 (65歳以上)

仁共同募金
この社協だよりは、共同募金

の配分金で印刷されています。

令和 4年度 の新規事業 の紹介

○社 協 創 立 70周 年 記 念 事 業

1.福 祉 写 真 コ ンテ ス ト

2.記 念 講 演 及 び 特 別 表 彰

3.社 協 だ よ り特 別 号

○終 活 エ ンデ ィ ン グ ノー トの作 成 支 援

及 び 配 付

○ 小・ 中学 生 へ 高 齢 者 疑 似 体 験 事 業 の

実 施

○災 害 ボ ラ ンテ ィ アセ ンター の設 置 ・

運 営 マ ニ ュ アル の策 定

※ 405頁 の事 業 計 画 を ご覧 くだ さ い

※詳 しい内容 につ いて は

蘭越町社会福祉協議 会 (57-5203)ま で

お問 い合わせ くだ さい。

令和 3年

3月 31日現在

令和 4年

3月 31日現在

性

性

計

合

男

女

合

割

794名

1,000名

1,794名

39。 8%

781名

997名

1,778名

40%
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社会福祉事業に対する善意の御寄附ありがとうございます
社会福祉事業資金 として、次の方々か ら御寄附をいただきました。皆様のあたたかい善意

に対 し、心か ら感謝申し上げます。

寄 附 月 日

昆布町 福 原 政 幸 様 香典返しの一部として

蘭越町グラウンド・ゴルフ愛好会
会 長 伊 藤 嘉 則 様

社会福祉資金として

2月 匿住所 匿 名  様 香典返しの一部として

蘭越町 脇 山 吉 昭 様 香典返しの一部として

2月 28日 港  町 越  田 保  様 香典返 しの一部として

3月  2日 匿住所 匿 名  様 香典返しの一部として

3月  8日 匿住所 匿 名  様 社会福祉資金として

3月  8日 字田下 安 田 伸 二 様 香典返しの一部として

3月 23日 蘭越町 村 島 義 勝 様 香典返しの一部として

3月 23日 字黄金 古  谷  美 和 子  様 香典返しの一部として

3月 25日 字吉国 金 子 優 子 様 香典返しの一部として

(令和 4年 1月 6日 ～令和 4年 3月 31日 までの期間)

、ヽ_

【フ ォ ト ギ ヤ ラ リ ー 】

【コハクチ ョウ優雅 |こ 羽休ぬ】
3/29撮 影  丸山 [[支 義 さん (蘭 越町 )

雪が多<いつもより長<感じた冬が終わりを迎え、令和 4年度がスタートしました。
昨年は、縮小開催ではありましたが関係各位のご協力をいただきまして、社協の大きな行事である「福祉ス

ポーツ大会」「福祉まつり」「室内レクリエーシヨン交流会」を開催することができました。
写真の旅鳥であるコハクチョウのように、今年こそは外出や旅行する機会が少しでも多<なることを願つて

おります。

※撮影した写真を社協だよりおもいやりに掲載したい方がおりましたら、社協 日野までご連絡<ださい。
(電話 57-5203)

住 所 寄 附 者 氏 名 ・ 団 体 名 寄 附 内 容

1月 19日

1月 27日

2月 28日
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